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Abstract: This paper discusses the use of WWW (World Wide Web) to create experiential learning environment in one of the undergraduate
research method courses in an interdisciplinary department of Intercultural Communication.  Based on the experiential learning model
proposed by Kolb (1984), the course was designed to incorporate hands-on classes on HTML basics and the students’own research projects.
The characteristics of the course design can be summarized as follows.  (1) WWW can be used to elaborate (and to have students
experience) the nature of social scientific research as dynamic, on-going, ever-changing, and continuous“process”.  (2) WWW can be
utilized to stimulate and motivate students’research projects.  By having students upload their assignments as web pages, they could
mutually refer to other on-going projects.  (3) WWW enabled the students rapid and constant shuttling back and forth between authoring
(writing) and browsing (reading), and thus the idea of experiential learning was made explicit throughout the semester.   Further, this paper
seeks to explore implications of this course design within a broader context of educational application of information technologies.  
Keywords: experiential learning, learning-by-doing, communication, research method, WWW, HTML

１．はじめに
近年のメディア環境の変化に伴い，われわれの教育・学

習のあり方も変容しつつある．デジタルメディアの活用は，
単にスピードや効率といった利便性の問題ばかりではな
く，表現やコミュニケーション，ひいては認識や身体感覚
にも関わる問題といえる．ここでは詳しく議論できないが，
たとえば，コンピュータを介したコミュニケーションでは，
従来の「視る＝視られる」という関係性が変容したり[1]，
電子ネットワークの活用を通じて，「新しいアイデンティ
ティ」とも呼ぶべきものが生まれる可能性もある[2]．

こうした点をふまえ，1998年度秋学期に開講した「社会
調査分析法Ⅳ」では，WWW（World Wide Web）を活用し
た新しい学習環境のデザインを試みた．本稿では，その概
略について紹介するとともに，学習環境としての特質につ
いていくつかの論点を提示してみたい．

開講した科目の概要は，以下のとおり．

［授業科目名］
社会調査分析法Ⅳ

［科目が開講されている学部・学科名・単位数］
国際文化学部・国際文化学科・２単位

［授業形態］
必修（２年次秋学期）・週１回・１クラス110名程度×
４クラス

［授業で使用した情報教育機器の種類］
PC（Mac OS），ファイルサーバ（WindowsNT），イン
ターネット（イントラネット）環境

［利用環境］
コンピュータ室（128台），１人１台使用

［情報教育機器の利用頻度］
週１回（90分）および開放時間

２．授業のデザイン・経過
「社会調査分析法Ⅰ～Ⅳ」は，学部の必修科目（各２単

位，計８単位）で，従来でいう「情報処理の基礎（コンピ
ュータリテラシー）」と「社会調査法」とを融合させたユ
ニークな科目だといえる．新設学部（平成８年４月にスタ
ート）のカリキュラムにおいては，調査分析の基礎をトレ
ーニングするという意味で，一つの重要な柱として理解す
ることができる．学生は２年間にわたって本科目を履修し，
コンピュータ環境を前提とした定量的（量的）調査法（統
計学の基礎，アンケート調査など），および定性的（質的）
調査法（フィールドワーク，インタビューなど）について
実習を行う．

「社会調査分析法Ⅳ」は，２年次秋に開講され，「社会
調査分析法Ⅰ～Ⅲ」のまとめとして位置づけられるため，
学生が主体的にテーマを設定し，調査を企画・実施する構
成にした．授業をデザインするにあたっては，以下の２点
を重視した．

（１）経験学習としての調査

まず，この授業は，Kolbのいう経験学習のモデルと関連
づけてデザインした [3]．Kolbは，経験学習の「プロセス」
は以下の六つの特質を持つものだと性格づけている．

①　学習は「結果」ではなく，「プロセス」として理解
すべきものである．

②　学習は，経験に根ざした継続的な「プロセス」であ
る．

③　学習の「プロセス」は，環境への適応に際して対峙
する，異なるモード同士の対立の解消を伴う．

④　学習とは，環境に適応するためのホリスティックな
「プロセス」である．

⑤　学習とは，人と環境との相互作用を伴う．
⑥　学習とは知識を生成する「プロセス」である．
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このように，学習はひとつの「プロセス」として理解さ
れ，「経験」，「実践」，「概念化」，「省察」の四つのフェー
ズから構成されるモデルが提示される（図１）．ここで重
要なのは，これらの四つのフェーズが環状の「プロセス」
を構成しているという点である．つまり，学習は「効果」
や「結果」ではなく，継続的な「プロセス」として理解される．

今回の授業のデザインにあたっては，こうした学習の
「プロセス」を想定した．授業では検索エンジンの利用や
HTMLの基礎について実習を行い，学生は以下のような課
題をすべてHTMLファイルとして「提出」した．なお，こ
こでいう「提出」とは，期限までにHTMLファイルを作成
し，指定されたディレクトリに保存しておくことである．

①　調査の企画書
②　テーマ関連のリンク集
③　最終レポート
これらの課題はそれぞれ別々のものであり，それぞれに

ついて提出期限を指定したが，「試行錯誤」を繰り返しな
がら，調査レポートを徐々に作り上げていく「プロセス」
を想定している．つまり，学期のはじめに作成した「企画
書」は，調査を進める中で修正され，変わっていく．のち
に触れるように，学生は，「オーサリング（HTMLを記述す
ること）」と「ブラウジング（ページとしての仕上がりを
確認すること）」との二つのモードを逐次切り替えること
により，経験学習の「プロセス」を明示することができた．

（２）ＷＷＷ環境の活用

この授業では，WWW環境の特質を理解するため，でき
る限り「ホームページ」の活用を試みた．つまり，受講者
がWWW環境の中で考え，調査を実践できるようにしたの
である．同時に，これが教育・学習環境をデザインする教
員にとっての経験学習の機会であることも意識した．

①　まず，「社会調査分析法Ⅳ」のホームページを立ち
上げた（図２）．このページを「起点」に，授業に関
わるさまざまな情報へとリンクした．

②　授業の内容やスケジュールについては，すべて
WWWブラウザーを介して確認できるようにした（図
３）．これは，授業の進行状況に合わせて，逐次加
筆・修正したが，これにより，学生は学期を通じて調
査の実施や課題作成のスケジュール調整に活用するこ
とができた．

③　配布資料（レジュメ）はすべてPDF化し，必要に応
じて履修者が各自でプリントアウトするよう指示した
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図１　経験学習のモデル（Kolb，1984より作成）

（図４）．これは，いわゆる「ペーパーレス化」の可
能性について考える試みでもあるが，自宅からWWW
へアクセスできる学生にとっては，場所や時間を問わ
ず授業の内容について知ることができるようにした．
また，授業の記録（講義録）としての側面もあるため，
「概念化」や「省察」といった経験学習のフェーズで
活用できるようにした．

図２　「社会調査分析法Ⅳ」のメニューページ

図３　スケジュールのページ
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ホームページの作成は、「つくりながら」身につく性質のものです。自
習に役立つページをいくつか紹介しています。いいページがあったら、
リンク集に加えていきますので加藤まで連絡してください。

講義概要など

1999年1月20日更新

1998年度秋学期・担当：加藤文俊

注意してください！　12月20日
いよいよ、提出期限が近づいてきました。提出に関しての注意事
項です。かならず読んでください！

今学期の単位修得について、注意です。これまでの課題（企画書・リン
ク集・ゼミ訪問レポート）の提出状況にもとづいて作成したリストがあ
ります。不明な点、その他はできるだけ早く加藤まで連絡すること！

履修者のページの「ランキング」を公開します。加藤の独断と偏見に
満ちてはいますが、「社会調査分析法的」にランキングしてあります。
さまざまな角度からページを眺めます。

■今学期のスケジュール　1月11日更新
カレンダーの形式になっています。各時間の内容についてのプリン
トも、このページからリンクされています。下の「配布資料など」
も利用できます。

■今学期の課題について　12月3日更新 今学期の課題リストです。

■社会調査分析法４についてひとこと
お願いします

授業に関するコメント、その他を書き込めるページです。自由な意
見を歓迎しますが、マナーやエチケットには注意してください。
「不適切」な内容については削除します。

■履修者のページ一覧　11月18日更新

月曜日４講時（写真のページはここです）

水曜日１講時（写真のページはここです）

水曜日２講時（写真のページはここです）

木曜日４講時（写真のページはここです）

あとで撮った写真はまとめてここに貼っ　
てあります！

今学期のレポートは、すべてホームページのかたちで作成すること
になります。曜日別に履修者のリストをつくっていきます。

それぞれの名前のところをクリックすると、調査レポートが読める
ようになっています。

■ホームページ作成に便利なリンク集
9月29日更新

第９回：最終レポートの
作成について

プリント10（PDF）

第10回：最終レポートの
作成について

プリント10（PDF）

第12回：htmlについて
の補足・授業評価

プリント11（PDF）

第11回：htmlについて
の補足・授業評価

プリント11（PDF）

第10回：htmlについて
の補足・授業評価

プリント11（PDF）

第10回：社会調査分
析法５について・そ
の他

プリント12（PDF）

参考：社会調査分析
法５（1999年度春）
シラバス

第11回：社会調査分
析法５について・そ
の他

プリント12（PDF）

参考：社会調査分析
法５（1999年度春）
シラバス

第13回：社会調査分
析法５について・そ
の他

プリント12（PDF）

参考：社会調査分析
法５（1999年度春）
シラバス



WWW環境を活用した「社会調査分析法」の授業

④　その他，学生への連絡事項（補足，呼び出し，警告
などを含む）も「社会調査分析法Ⅳ」の「ホーム」か
らリンクしておいた．

⑤　試験的に電子会議室を立ち上げ，授業に関する意見
や質問を書き込めるようにした．

３．学生による調査の企画・実施　
上記のような環境で，学生は各自のテーマで調査を企

画・実施し，調査レポートを作成した．以下では二つの事
例を紹介し，「社会調査分析法Ⅳ」という科目の性格づけ
を試みたい．

（１）定量的（量的）調査の事例

「OK? PKO：日本の国際貢献を考える」と題するレポ
ートは，アンケート調査の結果を中心にまとめられたもの
である（図５）．この場合，レポートを仕上げるにあたっ
て，学生は以下のような作業を行った．

①　テーマ設定に応じて質問項目やサンプルを決め，ア
ンケート用紙をデザインし，配布・回収する．

②　統計分析（SPSS）や表計算（MS-Excel）のアプリ
ケーションを使って，回答データを集計，分析，グラフ
化する．

③　グラフ（画像ファイル）と文章とを編集し，「ペー
ジ」としてHTMLファイルを作成する．

（２）定性的（質的）調査の事例

「宝塚ファンの行動」は，インタビューやフィールドワー
クの結果を中心に構成された調査レポートである（図６）．
この調査に関わる作業は以下のように要約できる．

①　テーマ設定に応じてフィールドを選定し，インタビュー
やフィールドワークの計画を立てる．

②　フィールドに赴き，インタビュー，観察，記録を行う．

③　フィールドノートや写真などのデータを整理し，文
章とともに「ページ」としてHTMLファイルを作成する．

（３）テーマ設定（タスク）とリテラシー（スキル）の関係

上記で紹介したように，調査のテーマやアプローチには
さまざまな可能性があるが，いずれの場合も，調査の企画，

図４　配布用プリント（PDF）のリスト

図５　定量的（量的）調査の事例：「日本の国際貢献を考える」
のページ

●３号館コンピューター室の利用について（9月28日更新）
●課題１（ゼミ訪問）
●課題２（企画書）
●課題３（関連サイト探索）
●検索エンジンについて
●課題４（最終レポート）プリント10と同じものです。

●社会調査分析法4 プリント１（第１回：授業の概要など）（9月24日更新）
●社会調査分析法 プリント２（第２回：html入門-その１）（9月29日更新）
●社会調査分析法4 プリント３（第３回：html入門-その２）（10月6日更新）
●社会調査分析法4 プリント４（第４回：html入門-その３）（10月15日更新）
●社会調査分析法4 プリント５（第５回：html入門-その４：補足）（10月22日更新）
●社会調査分析法4 プリント６（第６回：調査を定義する）（10月28日更新）
●社会調査分析法4 プリント７（第７回：補足説明）（11月5日更新）
●社会調査分析法4 プリント８（第８回：補足説明）（11月12日更新）このプリントについては、
印刷したものを用意してあります。

●社会調査分析法4 プリント9（ランキングページについて・調査の基本情報）（11月26日更新）
●社会調査分析法4 プリント10 （最終レポートの作成について）（12月3日更新）
●社会調査分析法4 プリント11（htmlについて：補足）（12月10日更新）
●社会調査分析法4 プリント12（ホームページについて・その他）（1月11日更新）

社会調査分析法４のメインページへ

●参考：社会調査分析法５（1999年度春開講予定） シラバス（1月11日更新）

配布資料など（PDFファイル）

1999年1月11日更新

1998年度秋学期・担当：加藤文俊（fk@world.ryukoku.ac.jp）

■配布資料など

これらの配布資料は、PDFフォーマットでも準備されています。閲覧のためにはAdobe Acrobat
Readerが必要です。これはフリーでダウンロードできます。３号館地下のコンピューターにはすで
にインストールだれています。ブラウザーのプラグイン・フォルダに入れておけば、画面でプリン
トを読むことができます。また、印刷もできます。

このアンケート結果から、学生は、日本が資金・物資ではかなり国際貢献ができているが、人的な面では
まだまだ不足しているという認識をもっていることがわかる。そして、これからの日本の重視すべき国際
貢献とは、「自衛隊のPKO活動参加」に比べ、「NGO」や、「国際救援活動」や「海外青年協力隊」という
自衛隊に限らない民間の組織を考えていることがわかる。

４　日本の国際貢献に対する印象

Q１８-a

日本の資金・物資援助活動面での国際貢献度について聞いたところ、貢献していると答えた者の割合が７０％
（「充分に貢献している」２８％＋「どちらかと言えば貢献している」４２％）、貢献していないと答えた者
の割合が２４％（「どちらかと言えば貢献していない」２０％＋「貢献していない」４％）となっている。
性別に見ると、女性は、「どちらかと言えば貢献している」と答えた者の割合が最も多く、男性では、「充
分に貢献している」と考える者の割合の方が最も高くなっている。

Q１８-b

日本の人的な国際援助活動面での国際貢献度について聞いたところ、貢献していると答えた者の割合が２８％
（「充分に貢献している」３％＋「どちらかと言えば貢献している」２５％）、貢献していないと答えた者の
割合が６３％（「どちらかと言えば貢献していない」５０％＋「貢献していない」１３％）となっている。
性別に見ると、男女性ともに、「どちらかと言えば貢献していない」と答えた者の割合が５０％を超え、最
も高い割合を占めている。

Q１９

「日本の重視すべき国際貢献とは何か」を複数回答でと聞いたところ、「NGO」と「国際救援活動」が５８％と
最も多く、順に「海外青年協力隊」４０％、「ODA」２８％、「PKFを含まないPKO活動」２５％、「PKF
も含むPKO活動」２２％、「多国籍軍」７％となった。性別にみると、女性では「国際救援活動」をあげる
者が割合が最も高く、男性は女性に比べ「多国籍軍への参加」をあげる割合が高かった。

続いて、その中で主な理由を１つだけ選んでもらったところ、「国際救援活動」が３１％と最も多く、順に
「NGO」２６％、「PKFを含まないPKO活動」１２％、「ODA」と「海外青年協力隊」が１０％、「PKFも含
むPKO活動」８％、「多国籍軍」３％となった。性別にみると、女性は男性に比べ「PKFを含まないPKO
活動」や「ODA」の割合が高く、男性は女性に比べ「PKFも含むPKO活動」や「多国籍軍」の割合が高く
なっている。

まとめ
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実施，まとめに関わる一連の「プロセス」につい
ては，学生自身によるマネジメント能力が要求さ
れる．つまり，調査を実現させ，レポートとして
まとめるためには，「社会調査」の考え方やもの
の見方，コンピュータリテラシーが前提となる．
すでに述べたとおり，本科目は「社会調査分析法
Ⅰ～Ⅲ」のまとめにあたり，過去１年半にわたっ
て授業で取り扱った内容を体得したかどうかを，
調査の実践を通じて確認することになる．言いか
えるならば，本科目で行ったHTMLの基礎に関す
る実習だけでは，調査レポートは完成しないので
ある．

タスクに応じて自らのスキルを確認し，その結
果として調査の企画が変容したり，ある特定のテ
ーマへの関心が，スキルを体得する動機づけにな
る場合もある．また，何らかのスキル（アプロー
チ）への関心が，テーマそのものへと結びつく可
能性もある．「社会調査分析法Ⅰ～Ⅲ」で取り扱
った内容を総合的に活用する必要があり，まとめ
の機会を構成するためにWWW環境を活用するこ
とは有意義であった．また，学生が自分でテーマ
を設定し，調査を企画するという課題を設定した
ことにより，新設学部が志向する学際的分野の方
向性を考えることができる．400人以上の受講者
によるそれぞれのテーマ設定や，タイトルのリス
ト化は，つまり，学生の関心領域やアプローチを
知るための「メタ調査」として理解することがで
きるのである．

こうした観点からタイトルのリストを読むこと
によって，新しい研究領域の方向性を知り，今後
のカリキュラムなどのあり方を考える一材料とし
て活用できるはずである．

４．学習環境としての特質
今回のWWW環境を活用する試みでは，以下の

３点が重要であったといえる．

（１）調査を「プロセス」として理解する

まず，「ホームページ」を利用したことは，調
査の「プロセス」としての側面を経験学習として
の意味から際立たせることができた．これまでの
授業の運営では，主に学期末に提出される「最終
レポート」，つまり「結果」によって調査自体を
評価してきた．一方，調査は本質的に試行錯誤の
連なりであり，「最終レポート」はさまざまな意
思決定の所産である．実際に調査（データ分析や
フィールドワーク）を進める中で，問題意識やア
プローチ方法が修正されていくケースは少なくな
い．

今回の学習環境では，調査レポートとして徐々
に仕上げていく経験学習の「プロセス」としての
側面を学生に明示することができ，担当者の立場
からも，各自の調査の途中経過を知るのに役立っ
た．

（２）複数の評価者（読者）のまなざしを意識する

学生は，多くの場合，担当教員のみを調査レポ
ートの「読み手」として想定している．今回の試
みでは，各自が進めている調査を相互に参照する
ことができ，担当者以外の教員や他の学生の「視

図６　定性的（質的）調査の事例：「宝塚ファンの行動」の
ページ
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阪急沿線に住んでいる私にとって、宝塚は近くて遠い存在だ。子供の頃よくファミリーランドに連れ
て行ってもらった。その度に、きれいに着飾った髪の毛の黄色いお姉さんや、道一杯に集まっている不
思議な集団に出くわした。電車に乗ると必ず宝塚のポスターが目に入る。そのため宝塚は私にとって、
とても身近な感じがする。また、宝塚の大ファンの知人もいる。しかし実際には宝塚について、ほとん
ど知らない。ケント先生の日本社会論（木曜日３講目）をきっかけに詳しく調べてみたくなった。

宝塚のファンクラブは独特の世界だとよく聞く。第３者のうわさだけではなく、フィールドワークや、
ファンへのインタビューを通して、ファンの世界は実際にはどのようなものなのか調べる。

１．ファンにインタビューする。
２．宝塚大劇場でフィールドワークを行う。

宝塚大劇場　正面入り口

●インタビュー　

１回目：１１月８日　西宮市在住の高校１年生

２回目：１１月２８日　劇場楽屋口にいた女性ファン３人

●フィールドワーク

１回目：１１月２８日　宝塚大劇場　楽屋口 ９：３０～１０：４５

２回目：１月５日　宝塚大劇場　楽屋口と入り口周辺　８：５０～１０：００

宝塚のファンが熱心に公演を観に行く原因の一つには、ファンクラブの存在が大きいと思う。ファンクラブ
は非公式とはいえ、組織として成立し、活動している。ファンクラブが統制をとることによって、制約もある。
しかし、貢献すればするほど待遇が良くなるというシステムを知り、納得した。ファンの気持ちをうまく利用
して商売をしているファンクラブもあるようだ。熱心なファンにとってはお気に入りのタカラジェンヌとの交
流の機会を確実に提供してくれるファンクラブは無くてはならないものだ。
また、宝塚のファンの獲得戦法はジャニーズ事務所と同じだということにが付いた。ジャニーズ事務所が成

功したのは、アイドル歌手の後ろで「ジャニーズJr.」と呼ばれている新人を踊らせたからだと聞いたことがあ
る。お気に入りのアイドルを観ている間に、無意識で次のお気に入りを見つけてしまうのだ。そのままアイド
ルが引退してしまっても、すでに次のお気に入りがいるので、ずるずるとファンでい続けるというサイクルに
なっている。宝塚の場合もアイドルと同様にトップスターの交代が１～２年と短く、また毎年音楽学校から将
来トップスターになるであろう新人が入団してくるので常に新鮮さがある。また「誰がトップスターになるの
か？」と予測しながら楽しめる。
今回宝塚のファンについて調べてみたが、そのことによって日本社会の経済的な豊かさだけでなく、家庭生

活の寂しさを感じた。 毎週東京から飛行機に乗って観に来る主婦や、１公演につき２０～３０回も観る主婦が
いた。個人の自由かもしれないが、同じ演目を２０回も３０回も見るのは信じられない。なぜそこまでするの
かと驚くが、ひっくり返してみると、他にそれだけのエネルギーを費やす所がないということになると思う。
日本人は身内を大切にし他人に冷たい。他の国や社会では、余った（余っていなくても）時間やお金はボラン
ティアや募金として活用することが一般化している。しかし、日本ではボランティアが注目され始めたのは、
４年前の阪神大震災からだ。宝塚のファンのみに関して言えば､｢宝塚が自分の全て、宝塚以外のミュージカル
は観たことが無いし、観たくない｡｣という人がいる。これではあまりにも世界が狭すぎる。自分の楽しみに全
てを費やさずに、もっと日本社会の役に立つようなことに目を向けるべきだと思う。

宝塚大劇場の付近でカメラを持ってウロウロしていると、大抵誰もがその人をファンだとみなす。タカラジ
ェンヌが劇場に到着する度にファンに紛れてファンの様子をカメラで撮った。ここでは写真を撮る人が大勢い
るため、私も撮りやすかった。
インタビューすることに慣れていないので、すごくエネルギーを使った。どの人も声をかけられた瞬間、警戒
していた。「恥ずかしいから小さい声で話して！」と注文する人もいた。一般のファンは構えることなく、比
較的喜んで答えてくれた。しかし、ファンクラブの会員は少し構え気味で、あまり話したくなさそうだった。
ファンクラブに対する批判が少なくないためのようだ。
インタビューをするにあたって、質問項目や応対の仕方などを深く考えずに飛び込んでしまった。そのため、

人によって違う質問をすることもあった。また思うような返事が聞けなかった時には主観が入って、誘導尋問
になりそうになったこともあった。より客観的な情報を集めるためにはインタビューの準備がとても大切だと
分かった。
インタビューのときに質問の仕方が悪く、ファンの一人に嫌な思いをさせてしまった。（友達同士の二人連

れの女性に「親子で来られたんですか？」と尋ねてしまった。）自分の考えの足りなさを実感した。インタビ
ューをするときは特に、自分の発する言葉によく気をつけなければならないことに気付かされた。
調査をすればするほど、分からないことが次々に出てきた。そのことすべてを解明するには、何事にもめげ

ない根気が必要だ。しかし私はインタビューの失敗が原因でインタビューすることが怖くなり、さらなる調査
に踏み込めなかった。この調査を通して、物事を深く追究することの大変さを知った。



WWW環境を活用した「社会調査分析法」の授業

線」も意識できるような環境となった．これによって，自
分の調査レポートの「読み手」は一人だけではなく，潜在
的には複数で，しかも多数存在するという点が明確になった．

また，「ランキング」のページを作成し，定期的に公開
した（図７）．順序づけを行うこと自体は，不必要な競争
を助長する可能性があるが，「ランキング」というコンセ
プトは，WWW環境においては定着しているものである．

「ランキング」はさまざまな観点から作成され，逐次変化
しているため，「固定された」評価ではない．「ランキング」
のページは，担当教員だけではなく，履修者以外の学生

（３年生）の視点からもページを作成した．教員ばかりで
なく，「先輩」による「ランキング」のページを作成した
ことで，教員による評価が唯一ではないことを明示するこ
とができた．

これによって，評価そのものが多面的であること，「社
会調査」は，文字どおり社会に対してのメッセージ性を持
つべきものであることを意識できるようにした．誰かが読
んでいる，読んでいるかもしれないということを意識する
ことによって，受講者は，読まれる（視られる）存在とし
ての自分（＝社会的存在としての自分）について考えるこ
とになる．

（３）「書くこと」と「読むこと」を行き来する

HTMLファイルの作成で特徴的なのは，自分の作業結果
をすぐに確認できるという点である．この学習環境では，
学生は，「オーサリング」と「ブラウジング」とを逐次切
り替えることになる．つまり，ひととおり完成してから推
敲するのではなく，自分の作成したレポートを頻繁に確認
しながら作業を進める．

HTMLファイルに加筆・修正し，その都度ブラウザーで

表示する．必要であれば，さらに加筆・修正す
る．こうした作業の切り替えが相対的に容易な
のは，HTMLファイルの作成に限らず，デジタ
ルメディアの重要な特性の一つだといえるだろ
う．学生は，「『作り手』の立場から『読む』」，

「『読み手』を意識しながら『書く』」という二
つの活動（思考のモード）を頻繁に行き来する
ことによって，自分の視点や視座を確認せざる
をえなくなる．

すでに述べたように，こうした「試行錯誤」
は経験学習の「プロセス」として理解できるが，
ここでは，時間的なサイクルの異なる複数の

「プロセス」が相互に関連しているといえるだ
ろう．たとえば，毎回の授業時間（90分）の中
で，「ホームページ」を作成する際に，逐次フ
ァイルを修正していくことで，受講者はきわめ
て短いサイクルの「プロセス」を経験すること
になる．さらに，１学期（約15週間）を通じて，
企画～調査～分析～まとめという「プロセス」
も体験する．そして，「提出」したレポートを
読み返し，レポートを仕上げた体験を振り返る
こと（「省察」のフェーズ）が，他の科目や卒
業論文など次の調査への動機づけになる．

5. 大学におけるメディア環境の活用
これまで，「社会調査分析法Ⅳ」という授業

で構成した学習環境について紹介してきたが，
以下では，今回の試みをさらに広い文脈で考察
してみたい．

（１）コンピュータ教育の位置づけ

まず，今回のような試みと大学における「情報処理（コ
ンピュータリテラシー）」教育との関連について考えてみ
よう．過去10年間，大学における情報・ネットワーク基盤
の整備が活発に行われてきた．とりわけ，新設学部や人
文・社会科学系の学部では，「情報処理」に重点をおいた
カリキュラムを構成・再構成する場合が少なくない．また，
ここ数年でインターネットが社会的に認知されるととも
に，商用プロバイダーを利用した大学のインターネット環
境の整備も進められるようになった[4]．さらに，数年後に
スタートする高等学校での新しい学習指導要領の内容をふ
まえると，現在，大学で開講されている「情報処理」系科
目の意義・意味も変容をせまられることは間違いないだろ
う．われわれにとって重要な課題は，こうした変化が，ど
のような形で現行のカリキュラムを変えうるかについての
ヴィジョンを持つことである．変化の方向性は，少なくと
も二つある．

まず一つは，「情報処理」に関わるスキルとしての側面
がさらに強調されていくという方向である．つまり，コン
ピュータの基本操作を，より効率的に教育するための方法
を模索することになる．大学における「情報処理」系科目
のアウトソーシング化の動き[5]や「ガイドライン」のよう
なものの整理は，すでに進められている[6]．こうした方向
性は，大学生にとって「必要最小限（minimum requirement）」
のスキル，もしくは「前提能力」は何かを同定することと
密接に関わっており，学部間・大学間での連携の可能性も
あるだろう．また，アウトソーシング化などに伴う，新し
いタイプのインストラクターの育成も課題となる．いずれ
にせよ，スキルの平準化を目指すことによって，コンピュ

図７　ランキングのページ
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勝手にランキングのページ

－「よい調査」（加藤的ランキング　その２）－

UPDATE    1998年12月7日発表！

【ひとこと】これまでの段階で、「よい調査」だと思われるものをピックアップしました。もちろん、ここに紹介できなかったもの
のなかにも、「よい調査」がいくつもあります。

選定の基準は、大きく２つあります。

（１）まずは、バランスの良さです。授業中に何度か話をしましたが、社会調査にとって重要なのは、「テーマの望ましさ」と「調
査の実現可能性」とのバランスです。いくら社会的に意味のあるテーマでも、限られた時間内でどの程度の調査が可能か（データ
の入手、データの分析、さらには編集作業などの一連の過程には時間が必要です）、という点を考慮しなければ調査としては評価で
きません。とくに、調査方法やスケジュールという面で、より具体的な計画が整理されているものは評価できます。

（２）つぎに、上記の点とも関連して、調査者の疑問やメッセージがテーマとうまく連動しているか、という側面も非常に重要です。
まずは、じぶんの経験や身の回りのことに目をむけ（少なくとも、「知りたい」という欲求や、日頃の不満や不安は、じぶんに近け
れば近いほどメッセージ性をもつ調査になります）、そこからさらに社会・制度・文化などといった広い文脈で問題を位置づけると
いうスタンスが必要です。

●タイトル部分をクリックすると、それぞれのレポートのページへ跳びます●
ただし、これらのページは学内からのみ閲覧可能です。



ータの「ツール」としての側面を際立たせることになる．
もう一つは，学部や学科の専門領域と関連づける形で授

業をデザインしていくという方向性である．現在，多くの
場合，「情報処理」系科目は，大学のカリキュラムの中で
はオリエンテーション的な位置づけとなっている．しかし
ながら，コンピュータやネットワーク環境の「メディア」
としての側面を強調するのであれば，「情報処理」系科目
は，むしろ専門科目と連携させながら提供した方が望まし
いだろう．これについては，すでに「操作技能型」から

「問題探索型」へという方向性が示唆されているが[6]，学
部や学科の専門性をふまえた，より個別具体的な課題の設
定や運営方法について考えていく必要があるだろう．

（２）ガリ版としてのＷＷＷ

上記の点と関連して，われわれの「インターネット観」
ともいうべきものを再度考えてみる必要があるだろう[7]．
WWW環境を性格づける際，われわれは，マスメディアと
しての機能に着目することが多い．たとえば大学間の交流
を試みる場合に，WWWを単にテレビや衛星放送の延長上
に位置づけてしまうと，さまざまな可能性が見えなくなる
かもしれない．つまり，従来型の講義を「伝達」するため
のチャネルとしての活用は，WWWのある一面のみを際立
たせているに過ぎないのである．

一方，WWWを自己表現のためのパーソナルなメディア
として考えることもできる．個人のホームページで，趣味
や日記などのページが頻繁に更新されていることから，
WWW環境が個人の表現欲求と密接に関わっていることが
分かるだろう．

かつて，フレネは，「学校に印刷器を」というスローガ
ンで，新しい教育のあり方を提案した[8]．わが国の「ふだ
ん記」運動などの庶民の文章運動も，その本質はパーソナ
ルなメディアを自ら発行することにあると理解できる．ガ
リ版刷りや簡易印刷が，表現すること，読者を想定するこ
とと密接に関わり，それを通じて「学び」の機会が構成さ
れるのである．その意味で，今回の「社会調査分析法Ⅳ」
は，WWWを新しいガリ版として位置づける試みだったと
いえる．個人個人が「ホームページ」を通じて自分のアイ
デアを表現し，相互に参照しながら，経験学習の「プロセ
ス」が構成されていくのである．

われわれにとって重要なのは，こうしたパーソナルなメ
ディアとしてのWWWを，大学におけるカリキュラムの中
でどのように位置づけ，評価していくかという点である．

６．おわりに
今回のような授業の運営は，筆者にとって初めての試み

であり，従来のやり方とは異なる一つの「実験」であった．
また，近年，大学におけるメディア環境は常に変化してい
るため，授業のデザインや運営方法もそれに応じて再編成
していく必要がある．今回の試みについての意味・意義に
ついて，現時点で評価するのは容易ではないが，以下では，
授業の運営に関して学期を通じて気づいた点を整理し，本
論文の結びとしたい．

（１）ファシリテーターとしての役割

まず，今回の試みを通じて，コンピュータ室における教
員の役割を改めて考えることになった．コンピュータ室で
行われる授業では，実習が大きなウェイトを占めるため，
教員と学生との関係性やコミュニケーションのあり方は，
従来型の授業とは大きく異なる．たとえばHTMLについて
は，ある水準のスキルを体得すれば，あとは学生自身の試

行錯誤によって「学び」が実現する．つまり，ある時点か
ら，教員は，受講生の活動をモニターしながら適宜介入す
る「ファシリテーター」としての役割を担うことになる．
授業用のホームページの更新も「ファシリテーション」と
いう観点から進めていく必要がある．受講生の調査の進行
状況によって，「その場（on-the-spot）」で状況を再定義し，
あらかじめ準備した授業計画を修正していくことになる．

（２）「ふりかえり」の重要性

HTMLを学び，調査レポートをホームページとして表現
するという活動（課題）は，受講者に好評であった．すで
に述べたとおり，「書くこと」と「読むこと」との行き来
が容易であるため，学生は最終的なアウトプットのイメー
ジを描きやすかったと考えられる．

受講者は，HTMLファイルを作成し，ページを作成した
という達成感だけで満足しがちである．HTMLを記述する
スキルの部分はもちろん重要であるが，上述のとおり，筆
者が着目しているのは，体験学習の「プロセス」を明示し
やすいという点である．その意味で，HTMLでページを作
成するという活動は，一つのメタファーとして理解される
べきものである．したがって，具体的な活動の成果と，そ
の背後にある問題意識との関係を受講生に明示する過程が
必要である．これは，まさに「省察」というフェーズの問
題であるが，授業期間中に十分な「省察」の時間を確保す
ることは難しい．経験学習が継続的な「プロセス」である
ことを考えると，この授業を終えたあと，何らかの形でフ
ォローする方法を考えることが望ましいといえる．

（３）外部との関係性

今回は，学内用のファイルサーバをHTTPサーバとして
活用したため，学生の作成した調査レポートは外部に開か
れていなかった．今後の展開として，たとえば他大学の教
員や学生による評価や「ランキング」と連携させて，さら
に広い意味での社会との関わりの中で，自らの調査につい
て考える機会を提供することも可能である．その場合も，
できる限り多様な側面からの評価のもとに，授業やカリキ
ュラムをデザインすることが重要であろう．

いずれにせよ，WWWをマスメディアの延長上に位置づけ
るのではなく，個人の表現やコミュニケーションのための，
よりパーソナルなメディアとして位置づけることによっ
て，新しい学習環境のデザインの可能性が拡がるはずである．
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